
【英語】 

〜ClassPad.net のテキストふせん・同時編集機能を活⽤する〜 

⽇本⽂学と英⽂学の繋がりについて考える授業 
英語で書かれた夏⽬漱⽯の作品を通して、読むことの⾯⽩さを学ぶ。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『坊っちゃん』が書かれた時代背景
やストーリーについては、テキスト
ふせんで提⽰する 
 
 
 
 
 
 
 
作品（短⽂）も訳例も、テキストふ
せんで提⽰する。 
 

 

概要の説明 
英⽂学者としての夏⽬漱⽯の経歴につい
て簡単に紹介する。その後、彼の作品
（『坊っちゃん』）の英訳版のある部分
について、5〜6 ⼈のグループで⽇本語
訳を試みてもらい、最終的に⽇本語版と
の照合を⾏うことを説明する。 
 
 
取り上げる作品の説明 
授業内で取り上げる作品（時代背景やス
トーリーなど）に関して簡単に紹介す
る。読書経験や事前知識の有無による読
解の差を⽣まないよう配慮する必要があ
るため、ここでの説明は必須。 
 
 
 
 
実践の準備 
まずは『坊っちゃん』の冒頭部分を利⽤
して、翻訳の作業を試みてもらう。step 
4 で個⼈作業を⾏う準備とするため、い
くつかの訳例を紹介する。普段の授業で
⾏っている英⽂解釈と同様に翻訳を⾏う
ことを強調し、⽣徒の活動に対するハー
ドルを下げるように配慮する。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：英語で書かれた⽇本⽂学の再翻訳を試みることで、⾔語を学ぶことと翻訳の⾯⽩

さを伝える。  
⽣徒向けの⽬標：英語から⽇本語へ翻訳する⼒を養うとともに、⽇本語らしい意訳を考える⼒を⾝ 
        につける。 
 
【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の理解促進：EX-word 機能を⽤いて信頼できる情報源から検索することで、英単語の正確な意味

を知ると同時に、語彙のバリエーションを増やすことが可能。  
・協働学習促進 ：同時編集機能を活⽤することで協働学習がスムーズに進み、効率化や理解の促進が

期待できる。 
・探究学習促進 ：EX-word 機能を活⽤しながら場⾯にあった翻訳を⾃主的に考えることで、探究的な

個⼈活動の実践が可能になる。 
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英語版『坊っちゃん』の⼀部を抜粋
したものをファイルふせんにし、授
業⽀援機能を⽤いて⽣徒に共有す
る。そちらを元に、翻訳はテキスト
ふせんに書いてもらう。 
EX-word 機能を⽤いて調べた際は、
ふせん化して翻訳を書くテキストふ
せんの近くに配置させるとよい。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 

 
授業⽀援機能を⽤いて、個⼈で作業
した内容が書かれた各種ふせんをグ
ループのメンバー同⼠で送信し合
う。その後、代表者が作成したテキ
ストを使い、同時編集機能を⽤いて
各⾃の意⾒を反映させながら提出⽤
の訳を作らせる。すでに良い訳がで
きていれば、新たに作らせなくても
よい。EX-word 機能の使い⽅は
step4 と同様である。 
メンバー全員が納得できる訳が書け
たら、教員のデジタルノートに同時
編集機能で参加させ、テンプレート
として⽤意したテキストふせんに訳
を記載させる。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
教員は、各グループの翻訳が書かれ
たテキストふせんをスライドショー
になるよう繋げ、順に⽣徒に読ませ
る。 
講評を加える際も、同様に⾏うとよ
い。 
 
 
 
 
 
問いに対する回答と根拠をテキスト
ふせんに記載させ、次回授業までに
提出させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『坊っちゃん』の冒頭部分を翻訳し
たもののうち、step3で提⽰したもの
とは異なる⼈物による訳を、テキス
トふせんで提⽰する。 

個⼈作業 
英語版『坊っちゃん』の指定した部分を
個⼈で翻訳させる。この際、EX-word 機
能のみ⽤いてよいものとする(インター
ネット上に完成された翻訳が掲載されて
いる可能性があるため)。それぞれにつ
いて各⾃翻訳を考え、ふせんに書く。
（10分間ほど） 
 
 
 
 
 
グループワーク 
5〜6 ⼈のグループを作り、step4 で各⾃
が⾏った作業をグループのメンバー同⼠
で共有してもらう。それらをもとに、よ
り良い翻訳にするにはどうすればよいか
をグループで話し合わせ、最も良いと思
われる翻訳を⼀つ決めさせたら（または
作らせたら）、教員のデジタルノートに
参加してもらい、⽤意されたテンプレー
トに訳を書き込ませる。ここでも使⽤で
きるのは EX-word 機能のみである。最
後に投票で最もよかったものを決めるこ
とも伝える。（15〜20分間ほど) 
 
 
 
 
 
 
 
投票・講評 
教員のデジタルノートに書き込まれた各
グループの翻訳を⾒て、⾃分が最も惹き
つけられたものが書かれているものを考
えさせ、挙⼿にて投票してもらう。な
お、⾃分の班には投票してはいけない。
最も得票数が多かったグループを発表し
た後、各翻訳案について教員が講評を加
える。 
 
 
まとめ・宿題 
授業内容を振り返り、以下の場⾯では直
訳と意訳のどちらが求められやすいかを
問い、その根拠を考えることを宿題とす
る。 
・学術論⽂ 
・ビジネスシーン 
・契約書 
 
 
 
参考・補⾜ 
step3で扱った『坊っちゃん』の冒頭部
分について、取り上げた英訳とは異なる
英訳を⽤いて、⽇本語→英語への翻訳に
も個性が表れることを⽰す。 
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